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男
鹿
半
島
の
冬
は
寒
い
。
で
も
、
春
と
も
な
れ
ば
弘
前
の
ト
ン
ネ
ル
を
潜
り
花
見
酒
と

な
る
の
も
嬉
し
い
。 

地
元
で
な
ら
、
冬
場
は
カ
ン
カ
ネ
洞
に
藁 わ

ら

し
い
て
、
二
人
熱
燗
、
雪
見
酒
で
あ
る
。 

ワ
ン
、
ワ
ン
ワ
ン
、
と
犬
の
フ
ジ
は
う
る
さ
い
。
お
ま
え
、
酒
で
も
飲
み
た
い
の
か
？ 

あ
、「
な
ま
は
げ
」
が
来
た
の
か
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


